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原子炉よりの定常中性子線源を用いた,中性弾性散乱,全散乱の測定結果の比較から,非晶

質 Seの原子熱振動の平均二乗振幅<u2>の絶対値を, 315Kから10Kの温度範囲や求めた.

非弾性散乱の混入に対する補正は,異なったエネルギー分解能で測定を行った弾性散乱の測定

結果を比較して行ったo平均二乗振幅<払2>の温度変化は,Debye温度 TD=112Kから,ガ

ラス転移温度 ㌔ =318K直下まで,温度に比例 していて,調和振動の近似で説明することが

でき,とくに異常は認められなか-た｡室温での非晶質 Seの平均二乗振幅(喜<u5,-0･0165

A2)は,結晶の trigonal･Seの場合 (書く弘2>- o･0133A2)に比べて,大きな値を示している｡

また,弾性散乱と全散乱の比較から,Q>5A-1, 1meVSla't≦5nieVの非弾性散乱に干渉

性の影響が大きく現れていて,温度変化することを兄い出した｡

さらに,加速器利用のパルス中性子源を用いた中性子飛行時間法による,非弾性散乱の測定

を行い,非晶質 Seの低エネルギー部分の振動状態密度 9(ha))を求めた｡弾性散乱のエネル

ギー幅は,エネルギー分解能 0.1meV以下で拡が りは認められなかった.振動状態密度9(克

a')は,低エネルギー部分 (a'≧0.25meV)で,第-近似として,9(ha')∝a'2と表すことが

可能なことが示された｡

以上の結果にもとづき,弾性散乱と全散乱を用いた,Debye-Waller係数の測定法と,非

晶質 Seの熱振動について議論する｡

2.V02のNMRと,その金属 ･絶縁体転移の研究
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V02は, 340Kで結晶変態を伴なう金属 ･絶縁体転移を起こすことが古くから知られ,実験
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的 ･理論的に多くの研究が成されているが未だその電子状態や転移のメカニズムに関しては不

明な点が多い｡そこで本研究では,パルス法NMRを用いて,特に縦緩和率 (1/Tl) の温度変

化の測定 ･解析に重点を置き,金属 ･絶縁体各相での電子の動的挙動を考察 した｡

金属相での1/Tlは,単純な金属でよく見られるKorringa的な振舞 (TIT- const･)が観測

された｡そこで,電子間相互作用をRPAの範囲内で取り扱うことで実験結果の解析を試み,

vo2内では非局所帯磁率 x(ず)のず ≠ Oの成分が手 -Oの成分に比べ相対的に大きいことを

指摘 した｡一方,絶縁体相での1/Tlは activation-typeの温度変化に従い,通常のバンドモデ
ルから期待される値よりはるかに短かい緩和時間を示 した｡そこでその結果を説明するモデル

として,電子 ･格子相互作用が非常に強く,自縄自縛型になった担体あるいは励起子のホッピ

ング運動が緩和に寄与するという仮説を立ててみた｡

また本研究では,金属 ･絶縁体転移のメカニズムに関して,より多くの情報を得るために,

Wを混入したVl_XWxO2(0≦Ⅹ≦0･075)の金属相についても,同じくNMRの実験を行っ

た｡rlは pureV02と同様に Korringa的振舞を示 したので,RPA の範囲内での解析を行

って,その結果は.Freemanらによって提案されているネスティングモデルと対応することが

示された｡
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